






















9　 若行若信、 無有一事非阿弥陀如来清浄願心之所回向成就。 58頁
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云南無者、 即是帰命、 亦是発願廻向之意。 21頁
発願回向者、 如来已発願回施衆生行之心也。 22頁
凡就往相廻向行信行、 則有一念、 亦信有一念。 34頁
広由本願力回向。 (中略) 往還回向由他力。 45頁
謹按往相廻向有大信。 大信心者、則是長生不死の神方、 折浄厭椋之妙術、選択廻向之
直心、利他深広之信楽、金剛不壊之真心、 易往無人之浄信、 心光摂護之一心、希有最
勝之大信、 世間難信之捷径、 証大涅槃之真因、 極速圓融之白道、 真如一実之信海也。









12　 利他回向之至心、 為信楽体。 62
13　 即以真実信楽為欲生体也。 誠是非大小 ・凡聖 ・定散 ・ 自力之回向、 故不回向也。 (中
略) 回向心為首、得成就大悲心故。以利他真実欲生心、廻施諸有海。欲生即是回向心、
斯別大悲心故、 疑蓋無雑。 65頁
14　 言信心者、 則本願力回向之信心也。 72頁
15　 是則往相回向之真心徹到故、籍不可思議本誓故也。 79頁
16　 願以此功徳　 廻向無上道 93頁
17　 煩悩成就凡夫、 生死罪濁群萌、獲往相回向心行、 即時入大乗正定聚之数。 103頁
18　 夫案真宗教 ・行 ・信 ・証者、 如来大悲回向之利益。 故若因若果無有一事非阿弥陀如来
清浄願心之回向成就。　 106
19　 言還相回向者、 則是利他教化地益也。 則是出於必至補処之願、 亦名一生補処之願、 亦
可名還相回向之願也。 107
20　 証大涅槃、籍願力回向。 還相利益、 顕利他正意。 是以論主宣布広大無碍一心、 普遍開
化雑染群萌、 宗師顕示大悲往還廻向、唇勧弘誓他利利他深義。 119頁
21　 至心廻向之願　 143頁
22　 専心者、 専廻向故名専心。 151頁
23　 信者、 即至心廻向欲生之心是也。 157頁
24　 阿弥陀如来本発果遂之誓悲引諸有群生海。 既而有悲願名植諸徳本之願、復名係念定生
之願、 復名不果遂之願、 亦名至心廻向之願也。　 158頁
(以上の引用は 「真宗聖教全書」 によるところである。)
このよ うにまとめにて見ると、 親鸞の廻向は 「諸有衆生、 聞其名号、 信心歓喜、 乃至一
念、 至心廻向。(4)」 という 「大無量寿経」 の言葉を元 (も と) にしているこ とが伺える。
親鸞は 「教行信証」 の教巻の劈頭に
「謹按浄土真宗有二種廻向。 一者往相二者還相廻向。 就往相廻向　 有真実教行信証」 (謹
んで浄土真宗を案ずるに、 二種の廻向が有る。 一は往相の廻向であり、二は還相の廻向で
ある。 往相の廻向に就いて、 真実の教行信証がある) (1)」
と述べ、 さ らに証巻に
「夫案真宗教 ・行 ・信 ・証者、 如来大悲回向之利益。 故若因若果無有一事非阿弥陀如来清










「煩悩成就凡夫、 生死罪濁群萌、 獲往相回向心行、 即時入大乗正定聚之数。 住正定聚故、
必至滅度。 必至滅度即是常楽、 常楽即是畢竟寂滅、寂滅即是無上涅槃な り、 無上涅槃即是
無為法身、 無為法身即是実相、 実相即是法性、 法性即是真如、 真如即是一如。 然者弥陀如
来従如来生、 示現報応化種種身也。(5)」 (煩悩成就の凡夫、 生死罪濁の群萌、 往相回向心行
を獲れば、即の時に大乗正定聚の数に入るな り。正定聚に任するゆえに、必ず滅度に至る。
必ず滅度に至るはすなわちこれ常楽な り、 常楽はすなわちこれ畢竟寂滅な り。 寂滅すなわ
ちこれ無上涅槃な り。 無上涅槃はすなわちこれ無為法身な り。 無為法身はすなわちこれ実
相な り。 実相すなわちこれ法性な り。 法性すなわちこれ真如な り。 真如すなわちこれ一如
なり。 しかれば弥陀如来如よ り来生して、報 ・応 ・化種種の身を示し現わしたまうな り。)
即ち、 凡夫は、 往相回向心行を得ると、 その時に正定聚の数に入るこ とになる。 それを
故にして 「必ず滅度に至る」 こ とを意味する。 必ず滅度とは、 即ち、 常楽、 畢竟寂滅、無
上涅槃、無為法身、 実相、法性、真如、如である。 「一乗者、無異如来、無異法身、如来即




廻向は煩悩と菩提、 凡夫と如来、 生死と涅槃の回転する点である。 廻向は稼土と浄土、
衆生の身と如来の身、 有為法と無為法の往来する渡り橋であり、 人間界 (世間) と如来界
(超世間) とい う二つの次元の世界の踊り場である。 回転させる力は他力によるものであ
る。 「証大涅槃、 籍願力回向。」 弥陀如来は如より来生して、 報 ・応 ・化種種の身を示し現




「阿弥陀如来廻向の真実信心な り、 この信心を阿将菩提の因とすべしとな り。(8)」 信心は
如来より生じる。












にい りて一つあぢわい となるがご と し。(12)」
「一切衆生畢定当得大信心故、是故説一切衆生悉有仏性。大信心者即是仏性、仏性者即是
如来」(13)。 (一切衆生畢に定んで当に大信心得べきをもってのゆえに。このゆえに説きて 「一
切衆生悉有仏性」 と言えるな り。 大信心はすなわちこれ仏性な り。 仏性はすなわちこれ如
来な り。
以上は 『教行信証』 の中での言葉について考察するこ とによって得られる親鸞における
廻向の意味だ と思う。
「教行信証」 の廻向論について引用された経典の言葉は次のよ うである。
1 (『論註』) 菩薩出第五門、 回向利益他行成就。　 13頁
2 (『論註』) 云何廻向、 不捨一切苦悩衆生心常作願廻向為首得成就大悲心故。 廻向有二







4 (『大無量寿経』 巻下) 諸有衆生、聞其名号、信心歓喜、乃至一念、至心廻向。願生彼
国、 即得往生住不退転。 唯除五逆誹膀正法。 49頁
5 (「無量寿如来会」) 他方仏国所有有情、 聞無量寿如来名号、 能発一念浄信歓喜、 愛楽
所有善根回向、願生無量寿国者、 随願皆生、 得不退転乃至無上正等菩提。 除五無間
誹膀正法及膀聖者。 49頁
6 (「讃阿弥陀仏褐」 曇鸞) 諸聞阿弥陀徳号信心歓喜慶所聞4 乃毀一念、 至心者回向、
願生皆得往。 51頁
7 (『散善義』 善導) 廻向発願生者、 必須決定真実心中回向願、作得生想。 此心深信、
由若金剛、 不為一切異見 ・異学 ・別解 弓I」行之人等之所動乱破壊。 54頁
8 (「散善義」 善導) 回向者、生彼国已、還起大悲、回入生死、教化衆生、亦名回向也。
57頁
9 (「大無量寿経」 巻下) 至心廻向。願生彼国、即得往生住不退転。唯除五逆誹膀正法。
66頁
10 (「如来会」) 愛楽所有善根廻向、願生無量寿国者、 随願皆生、 得不退転乃至無上正等
菩提。 除五無間逆誹誇正法及膀聖者。 66頁






廻向有二種相。 一者往相、 二者還相。 往相者、 以己功徳廻施一切衆生、 作願共往生
阿弥陀如来安楽浄土。 還相者、 生彼国已、 得奢摩他毘婆舎那方便力成就、 廻入生死
稿林、 教化一切衆生、 共向仏道。 若往若還、 皆為抜衆生渡生死海。 是故言回向心為
首、 得成就大悲心故。 66頁
12 「浄土論」 出第五門者、 以大慈悲観察一切苦悩衆生、示応化身、 回入生死薗、煩悩林
中、 遊戯神通、 至教化地。 以本願力回向故。 是名出第五門。 67頁
13 (「散善義」 善導) 廻向発願生者、 必須決定真実心中回向願、作得生想。 此心深信、
由若金剛、 不為一切異見 ・異学 ・別解 ・別行之人等之所動乱破壊。 (二回引用) 67
14 (「論註」) 不求自身住持之楽、 欲抜一切衆生苦故。 住持楽者、 謂彼安楽浄土、為阿弥
陀如来本願力之所住持、 受楽無間也。 凡釈回向名義、 謂以己所集一切功徳、施呉於
一切衆生、 共向仏道。 69頁
15 (『大無量寿経』 巻下) 諸有衆生、 聞其名号、 信心歓喜、 乃至一念、 至心廻向。 願生
彼国、 即得往生住不退転。 71頁
16 「浄土論」 出第五門者、以大慈悲観察一切苦悩衆生、示応化身、回入生死薗、煩悩林、
遊戯神通、 至教化地。 以本願力回向故。 是名出第五門。　 107頁 (二度引用)
17 『論註』 還相者、 生彼国已、 得奢摩他毘婆舎那方便力成就、 廻入生死稿林、教化一切
衆生、 共向仏道。 若往若還、 皆為抜衆生渡生死海。 是故言回向心為首、 得成就大悲
心故。 107頁 (二回引用)
18 (「論註」) 如是成就巧方便回向。 如是者。 如前後広略皆実相也。 以知実相故、則知三
界衆生虚妄相也。 知衆生虚妄、則生真実慈悲也。 知真実法身、則起真実帰依也。 慈
悲之呉帰依巧方便、在下。 何者菩薩巧方便回向。 菩薩巧方便回向者、謂説礼拝等五
種修行所集一切功徳善根、 不求自身住持之楽、 欲抜一切衆生苦故、 作願摂取一切衆
生、 共同生彼安楽仏国。 是名菩薩巧方便回向成就。 (113頁)
19 (「論註」) 凡釈回向名義、 謂己所集一切功徳、施於一切衆生、 共向仏道。 巧方便者
(下略) (114頁)
20 (「論註」) 菩薩如是善知回向成就、 即能遠離三種菩提門相違法。 (114頁)
21 (「論註」) 方便智業者回向也。 (117頁)
22 ( 『論註』) 以本願力回向故、 是名出第五門。 (118頁)
23 (『大無量寿経』) 同安楽仏国、 即必顕仏性。 由本願力回向故。 140頁
24 (「散善義」) 言廻向発願心者、 過去及以今生身口意業所修世 ・出世善根、及随喜他一
切凡聖身口意業所修世 ・出世善根、 以此自他所修善根。 悉皆真実深信心中回向、願
生彼国。 故名回向発願心也。 151頁
25 「大無量寿経」 設我得仏、十方衆生、 聞我名号、係念我国、植諸徳本、 至心回向、欲









26 (「無量寿如来会」) 若我成仏、無量国中、所有衆生、聞説我名、以己善根、 回向極楽、
不生者、 不取菩提。 158頁
27 (『阿弥陀経義疏』 元照) 一切福業、 若無正信、 回向願求、 皆為少善。 非往生因　 161
頁
(以上の引用は 「真宗聖教全書」 二による。)
これらの論は親鸞の言葉の裏づけにな り、 廻向の他力と利他を強調されている。 廻向の
裏には、他力の鋼が張り付いている。 確かに、 言葉として利他だけを語っていて、他力が











如是諸法真如法性。 無向無背無縛無脱無染無浄。 我於如是功徳善根現前随喜。 以無移転





「諸有衆生、 聞其名号、 信心歓喜、 乃至一念、 至心廻向。 願生彼国、 即得往生、 住不退
転。」 (あらゆる衆生、 その名号を聞き、 信心歓喜せんこ と、 乃至一念せん、 至心に廻向し
て。 かの国に生まれんと願ずれば、 即ち往生を得て、 不退転に住す。(14))
この文の廻向という勁詞の主語は 「衆生」 であるが、 「聞其名号」 という言葉によって衆
生が廻向する原動力は名号であるこ とを意味する。 如来のはたらき (名号) によって衆生
の心が信心と して働き、それよ り歓喜を生じ、 「南無阿弥陀仏」 の声がついに乗せられて く
る。 それはすなわち、 「至心廻向」 である。廻向が 「至心」 から生じてきたものである。 至




る。 ( 「喜」 は、 信楽の 「楽 (欲 ・願 ・慶 ・喜 ・楽) (17)」 に含まれるものである。 「この信心
をうるを慶喜といふ。 慶喜するひとは諸仏にひとしきひととなづく 。 慶はうべきこ とをえ
てのちによろこぶこ ころな り、 信心をえてのちによろこぶこころな り。 喜はこころのうち
につねによろこぶこころたえずして憶念つねなるな り。(18)」 そのよ うに常に喜ぶ心を 「随
喜」 とい う。 つま り、 随喜廻向は人間の計らいを超えるものであり、 如来の働きに従うも
のであるので、 至極無上の 「随喜」 になる。 喜とは以上に引用された親鸞のことばのとお
りであり、随とは 「随順」 である。 「無有能説可説、亦無能念可念名為随順。」 「真宗聖教全
書」 二 141頁。
そういう釈尊の教えを踏まえて、「浄土論」 に衆生が浄土に往生し仏になろ う とする実践
を、 天親は 「五念門」 と して説いている。 五念門とは、仏を礼拝する礼拝門 ・如来の名を
称し如来を賛嘆する賛嘆門 ・一心に仏の国に生ぜんと作願する作願門 ・仏の国の荘厳を観
察する観察門 ・一切の衆生の苦を抜かんがために、 自己の作った功徳を廻転して衆生に廻
施し、 一切の衆生と ともに浄土に往生を願 う廻向門とい う五門である。
五念門の中で、礼拝門・賛嘆門・作願門・観察門という四門は 「自利修行成就」 と言い、
自利的な修行であるが、 第五門廻向門は、 「利益他功徳成就」 と言い、 利他的な修行であ
る。 第五門廻向門については 「云何廻向。 不捨一切苦悩衆生。 心常作願廻向為首成就大悲
心故。 (いかんが廻向するか。一切の苦悩の衆生を捨てずして。心に常に作願す。廻向を首
として大悲心を成就するを得るが故に。)(19)」 と述べている。すなわち廻向は 「利他」 によっ
て特微づけられている。
文の中に如来の働きを表す 「他力」 は言葉に出ていないが、 「成就大悲心」 とは廻向とす









「廻向」 は 「回向」 とも書く 。 「廻向」 と 「回向」 は仏教用語と して厳密には使い分けら
れていない。 も とも と 「帰る」 を意味する 「回」 とい う漢字を使 うが、 だんだんと、 「回」
は 「道が遠い」 を意味する 「廻」 に代えられ、 「廻向」 の方は仏教用語として定着されてき
たよ うである。
仏教の辞書は廻向について次のよ うに解釈している。
仏教の基本原理によれば、 宇宙万有は、 すべて真如 (法) によって生成し、 顕現してい
る。 真如は常に有為法と無為法と して働いている。 無為法は常住不変、 静的、 無形、 永遠
無限であるが、 有為法は生滅変化、 勁的、 有形、 限界がある。 有為法は、 目に見える現実
のすべてであり、無為法はすべての現象の裏に働いている。 その二元的な真如は救済とし
て働く とき、 「智慧と方便」 であり、 仏の身で現れると、 「法性身」 と 「方便身」 である。
道緯の 『安楽集』 の言葉で言えば、 法身は 「無色、 無形、 無現無著。 不可見、 無言説無住
処、 無生無滅。(21)」 「真如実相第一義空」、 「自相清浄体無汚染。 理出真、 不仮修成。(25)」 (法
身は、 「真如実相第一義空な り。 自性清浄にして、体に協染なし。理天真に出でて修成をか
らざるを名づけて法身と為す。」
有為法と無為法・法性身と方便身、 二つは二元的なものであるが、 「異而不可分、 一而不
可同 (異にして分かつべからず、一にして同じかるべからず) 」 とい う 「不一不異」 の関係
にあり、二つは常に同時に働いている。 「慈悲方便相縁而勁、相縁而静。動不失静智慧之功
也。 静不失動便之力也。」 (慈悲と方便と相縁じて動じ、 相縁じて静な り。 動、 静を失わざ
るこ とは智慧の功成り。 静、 動を失わざるこ とは方便の力な りj 26))
原理の二元性と ともに仏教には教えも二元性がある。 「方便と真実」、 「権と実」、 「事と






「廻向、 以一切所修之善根、 向於衆生、 又向於仏道。」 (廻向とは、 一切所修の善根を以
て、 衆生に向わせ、 又仏道に向かわせる) (22)。
「『廻向』 は 「回向」 とも書く 。 めぐらしさ しむけるこ と。 如来がその徳を衆生にめぐら







え。 と らえられる世界相は真実であり、一如である。 「広略皆実相也。」 「真宗聖教全書」 二
113頁) しかし、 人間の心が現象にとらわれ、 真実を見失い、 真如から離れ、 自我の殼を
作っていった。 自我執着心にとらわれた人間の心は 「自我」 とい う円心に向かう向心力の
運動にな り、 現象しか見えな く な り、 世界を分別的にとらえる。 そのよ うな人間の心にと
らえられる世界相は 「汚染相」、 「破壊相」 (『真宗聖教全書』 一 288頁) である。 しかし。
- 40-
一切衆生悉有佛性、 煩悩覆故不能得見 (一切衆生はこ とごと く 佛性あれども、 煩悩覆え
るがゆえに見るこ とを得るこ とあたわずと) (27)」 「一切衆生雖復無常、 而是仏性常住元変
(中略) 。 衆生佛性非内非外、猶如虚空。(28)」 (一切衆生また無常な りといえども、 しかもこ
れ仏性は常住にして変な し (中略) 。 衆生の仏性は非内非外にして、 なお虚空のごと し。)
「教行信証」 を中国語で読む試み
そ うなっていても衆生の心の深いところに真如に帰る可能性が潜んでいる。
そ うい う人間の心が本願の力によって、 あらためて真実に目覚め、 自我に向かう働きの
方向を反転して、 無数の衆生と永遠無限な菩提 (真如) へと向かい、 自我に対する遠心力
運動になるこ とを廻向とい う。
「煩悩成就凡夫。 生死罪濁群萌、獲往相回向心行、 即時入大乗正定聚之数。 住正定聚故、
必至滅度。 必至滅度即是常楽、 常楽即是畢竟寂滅、 寂滅即是無上涅槃、 無上涅槃即是無為
法身、 無為法身即是実相、 実相即是法性、法性即是真如、真如即是一如。」 (必ず滅度に至
るは、 すなわちこれ常楽な り。 常楽はすなわちこれ畢竟寂滅な り。 寂滅はすなわちこれ無
上涅槃な り。 無上涅槃はすなわちこれ無為法身な り。 無為法身はすなわちこれ実相な り。
実相はすなわちこれ法性な り。 法性はすなわちこれ真如な り。 真如はすなわちこれ一如な
り。) 」 (103頁)
と表明されたよ うに、 廻向は自我執着的な心の働きが真如へと向う回転を示している。
「方便智業者回向也。(29)」 その回転は、 如来の方便におこなわせる運動である。 それは仏力
に乗じるので、「廻向遍廻衆善 (廻向は遍く衆善を廻し) 」、 「廻向通廻已起未起一切善法 (廻
向は通じて已起、未起の一切の善法を廻す) (3°)」 といわれるよ うに、人間の計らいを超えた
廻向の徳は一切の善を極まるものである。
そのような廻向を 「論註」 で、 「遠離我心貪著自身我心 (我心、 自身に貧著するを遠離せ
る) 」、 「無安楽衆生心 (無安楽衆生心を遠離せる) 」、 「遠離供養恭敬自身心 (自身を供養し








以上の考察に見られるよ うに、 仏教のも とも との意味での廻向は如来の力に乗る。 他力
に随順するこ とを前提と して成立するものである。 廻向とい う利他が実現すると同時に、
すでに他力の船に乗じているこ とになる。 さ らに言えば、他力の船に乗っているからこそ、
本当の利他がはじめて可能になるのである。「利他真実　 易行道 浄土門 横超 如来誓願









仏教の経典の諸師の中での廻向論は、 そ うい う仏教の本来の指向の意味を前提と してい
る。 例えば、 「観経疏」 (善導) 「廻向発願心」 について 「過去及以今生身口意業所修世・出
世善根、及随喜他一切凡聖身口意業所修世 ・出世善根、 以此自他修善根悉皆真実深信心中
廻向願生彼国(35)」 「悉皆真実深信心中廻向願生彼国」 とい う善導の言葉も言葉の表層に他
力を表わしていないが、 廻向が真実深信心のなかに生じるものであると表明している。
曇鸞の 「論注」 の最初に、 天親の 「往生論」 の易行道と難行道の往生について論じると
き、 「唯是自力無他力持(36)」 と、 自力と他力を論じているが、次のよ うな廻向について説明
する部分には 「往相者、 以己功徳廻施一切衆生、 作願共往生彼阿弥陀如来安楽浄土。 還相
者、生彼土巳得奢摩他　 婆舎那方便力成就、廻入生死狽林、教化一切衆生共向仏道。(37)」 (往
相とは、 己の功徳を以て一切衆生に廻施し、 共にかの阿弥陀如来の安楽浄土に往生せんと
作願する。 還相とは、 かの土生じ已りて奢摩他　 婆舎那方便力成就せんこ とを得て、 生死
欄林に廻入し、 一切衆生を教化して共に仏道に向かわしむるな り) と自力 ・他力を表わす
言葉を出していない。 なぜなら廻向は往生の中で乗仏願力とい う高次元的なものであるか
らである。曇鸞は天親の 「浄土論」 の五念門について論じるとき、 「以本願力回向故、是名
出第五門」 という言葉を引用して、 「乗仏願力便得往生彼清浄土」 (仏願力に乗じて便ち彼
の清浄の土に往生を得) を 「至極不退の風航」 に醤え(38)、 「乗仏願力」、 「以本願力」 と、廻
向は他力を前提と しているこ とを表明している。 特に 「修五門行以自利利他成就故。 然蔽
求其本、 阿弥陀如来為増上縁。」 と廻向は阿弥陀如来を源にするこ とを言明する。 「阿弥陀
如来為増上縁」 とは 「乗仏願力」 を意味するので、 ( 「増上縁」 は如来の加被力を意味し、
他力の別名である。) 「広由本願力回向。 (中略) 往還廻向由他力。」 とい う親鸞の言葉と同
じこ とを語っていると言えよ う (39) (4°)。
次の慧遠の廻向論も簡単に自力廻向を主張しているとは断言できないと思う。
「言廻向者。廻己善法有所趣向。故名廻向。廻向不同。 一門説三。 一菩提廻向。二衆生廻
向。 三実際廻向。 菩提廻向者。 是其趣求一切智心。 廻己所修一切善法趣求菩提一切種徳。













至一念、至心廻向。」 とい う 「大無量寿経」 の文のなかでの 「聞其名号」 とい う廻向の原勁
力を表わす意味も言葉では表わされていないが、 その人間の心が 「於大菩提起意趣求(12)」
と、 大菩提を元にして働く こ とを前提と している(43)。
「教行信証」 を中国語で読む試み
其の一切智を趣求するの心な り。 己が所修の一切の善法を廻して、 菩提一切の種穂を趣求
するを菩提廻向と名く 。 衆生廻向とは。 是れ其の深く衆生を念ずるの心な り。 衆生を念ず
る故に、己が所修の一切の善法を廻して以て他に呉へんと願するを、衆生廻向と名く 。 (中
略) 三に実際廻向とは。 是れ有為を厭ひ実を求むるの心な り。 有為を滅して実際を趣求せ





かになっている。 次は 「教行信証」 の言葉を元にして親鸞に於ての自力と他力について考
察してみよ う。 まず、親鸞の廻向のなかでの他力は自力と対立するものだという先行の研
究について考察してみたいと思う。
一口に他力といっても次元的に異なっているところがある。 自力、 他力 (自力と対立す
るもの) 、他力 (自力と他力の二元対立を超えたもの) という多元的に往生の働きを語ると
ころには、 仏教の人間を救済する重層的な考えが据えられている。
自力とは、 「人畏三塗故受持禁戒 (中略) 。如是等名為自力。(“)」 といわれるよ うに救済を




光明　 以斯信心名一心 煩悩成就凡夫人 不断煩悩得涅槃 (中略) 高原陸地不生蓮 卑湿
潰泥生蓮華　 此喩凡夫在煩悩 泥中生仏正覚華 斯示如来本弘誓 不可思議力即是 入出
二門名他力(47)」 という言葉に示されるように、他力は衆生の心が如来の心と一如になるも
のである。
他力を自力と対立するものと して語るとき、 それは、 仏教の 「方便」 である。 自力、他
力 (自力と対立するもの) 、他力 (自力と他力の二元対立を超えたもの) という多元の働き
の間に、 如来の多元的な方便智慧が働いている。 それについて親鸞は 「化身土」 で詳しく







浄土。 彼此雖異、莫非方便令悟自心(49)」 すなわち、 仏教の教えの中で自力と他力を分けて
言っているが、 それは心が真実に到達するために、 しばらく仮に使われる方便、 真実に導
く方法にすぎないのである。
「凡聖逆膀斉回入(50)」、 阿弥陀本願に帰するこ とこそ、 真実に到達する最高次元の救済で
ある。 その究極において自力と他力が 「一」 にな り、 自他共に真実である。 「一心淳心名如
実(51)」 「如是成就方便廻向。 巧如是者、 如前後広略皆実相(S2)」 「一乗者、 大乗、 大乗者、仏
乗。 得一乗者、 得阿将多羅三貌三菩提 (無上正等覚) 。 阿将菩提者、 即是涅槃界、 涅槃界
者、 即是究竟法身。 得究竟法身者、 即是究竟一乗。 ……(S3)」 即ち、 本願の救済の世界は、
自力と他力の究極に現れてく る自他の二元対立を超える他力である。 それは、 絶対の一乗
の他力である。 「本願一乗、 頓極 ・頓速 ・圓融 ・圓満之教者、 絶対不二之教、 一実真如之道
也。(S4)」 他力の願船に乗っている自力は、 次元的に更新させられるので、 「三業所修、 一念
一刹那、 元不清浄、 元不真心。(55)」 になる。 「如来以清浄真心、 成就圓融兎碍不可思議不可
称不可説至徳。(S6)」 そこで自力は他力が実現される場になる。 その場は 「圓融至徳嘉号」 の
中で、 如来の心から離れたた衆生の心がも とも とあるべきところである。 すなわち、 自他
の二元対立を転じて 「圓融一体」 に成る。 そのこ とを念仏者の身で実感した親鸞は、 生身
の感覚から他力論の言葉を汲み上げた。 それは小さい一滴の水が永遠無限な大いなる願海
に包まれながら、 また小さい一滴の水が永遠無限な大いなる願海を受け入れるとい う 「廣
略相入(S7)」 の世界である。
以上の考察によって親鸞にとらえられた他力と自力の関係は、 仏教の基本的な考えに基
づく ものであるこ とが明らかになるといえよう。 民族の言語の異な りがあっても、 親鸞と
仏教祖師たちの廻向にある利他と他力の関係ではほぼ一致していると言えよ う。
このこ とが 『教行信証』 の中で廻向についての 「信心」、 「至心」 という言葉の使い方に
も伺える。例えば、 次の言葉である。
「以利他廻向之至心、 為信楽肢也 (利他廻向之至心を以て信楽の腔と為る) 」。 「言信心者
即本願力廻向之信心也(S8) (信心と言 うは即ち本願力廻向の信心な り) 」
ここでの 「至心」、 「信心」 とは、 衆生の身に現れるものであるが、 衆生が如来と出会う
ところに生じたものである。 「報土因果顕誓願　 往還廻向由他力」 「正定之因唯信心 惑染
凡夫信心発(59’) という言葉に表明されたように、 本願・他力は信心の体であり、 芯であり、
源である。
他力の船に乗らなければ廻向は成立できないと述べてきたが、 それは、 他力を以て自力
を抹殺し、 混ずるものではない。 自力と他力が、 包容し合う、 包み包まれる関係である。

















ざまな二元対立的な 「対」 を述べ、その中に 「自力他力対」 もあるが、その後は、 「然」 (意
味の転換を表わす助詞) という言葉によって一転して、 次元的に高く なる。
「然按本願一乗海、 圓融満足極速元碍絶対無二の教」。
「然按一乗海之機、 金剛信心絶対不二之機(6°)」
言葉に見られるよ うに、 「本願一乗海」 と 「金剛信心」 は、 「絶対無二」、 「絶対不二」 の
非対立的な一元性を明示している。 「一乗海」 。「絶対無二」 は、 「諸法圓触而融和」、 無二
無別の一如の世界である。大と小、 自己と他者、衆生と如来。 「須弥之入芥子、毛孔之入大
海(61)」 とい う不思議さは、 人間の心が大いなる真如 (大いなる心) に包まれながら、 真如
を内包しているとい う 「広略相入」、 「圓融一体」 の世界で実現されるものである。ヽ 「教行信





ここで明示した金剛心と大慈悲心が 「一」 になる関係は、 すなわち 「円融至徳嘉号」 と
「難信金鋼信楽」 の関係であり、 すなわち廻向の中での自力と他力の関係である。
「圓融至徳」 の嘉号 ・他力の世界に、 悪 (自我執着的な心の働き) は自ずから徳 (慈悲)
に転じられる。 転じられるのは、 名号の働きであるが、 その働きに応じて証するのは、 衆
生側の 「難信金剛信楽」 である。
衆生側の働きを、他力の願船に乗らせるならば、 「三業所修、一念一刹那、無不清浄、無
不真心。」 (中略) 如来以清浄真心、成就圓融無碍不可思議不可称不可説至徳。(63)」 というよ
うに、 自力と他力は 「無二無別」 にな り、 対立を超えた他力の一如の世界が現れて く る。
そこには他力を離れた自力も自力を離れた他力もなく なる。
金剛心 (中略) 即是大慈悲心、 是心即是由無量光明慧生故、願海平等故発心等、発心等
故道等、 道等故大慈悲等、 大慈悲者是仏道正因故(64)。





























法然は廻向を 「廻向し」 と訳し、 それに対して親鸞は 「廻向したまへり」 と訳したとと
い う こ とについてである。
廻向という言葉は、 漢字だけで伝達機能が働く漢文のなかで、 衆生 ・如来 ・衆生と如来
という多元的な働きを一つ言葉で多義的 ・重層的 ・非限定的に表現するこ とができる。 し
かし、 返 り点をつけなければ動詞と して機能しない日本語では、 それが不可能になる。 す
なわち、 廻向という言葉は、 日本語に訳するとき、 多義性のなかでの一義を選ぶことを迫
られ、 曖昧のままでは許されないこ とになる。 すなわち、 漢文の 「廻向」 は 「廻向す」 と
「廻向したまふ」 という二つの勁詞体を同時に含むこ とが可能であるが、それを日本語に訳
す際、 二者択一の選択を迫られるこ とになるのである。 漢文の仏教用語を日本語に訳した
ときの微妙な言葉のずれに直面して法然は躊躇せずにおられなかったよ うである。
法然は 『選択集』 で 「悉皆真実深信心中廻向(69)」 などのととろで 「廻向し」 と言うふう
に返り点をつけた。 この選択には法然のやむを得なさ、躊躇も含まれていると思う。
しかし、 「廻向し」 と訳しても、廻向は他力でなければならないこ とを、法然はとらえて
いないはずはない。例えば、 「観経疏」 (善導) の正雑二行についての解釈は、 「発願廻向」
と 「不廻向」 とい う言葉を使い、 「従令別不用廻向、 自然成往生業(70)」 を述べて、願力に
乗って人間の計らいで廻向しよ う とする必要はな く て、 自然に往生の業が成るとい う他力
廻向についての論である。 法然が廻向とい う言葉に内包されている他力をと らえていない
とは考えられない。
しかし、 廻向の日本語翻訳に込められた法然の多重性は言葉そのものによっては伝えら
れなかった。 法然を通して、 廻向が日本語化した 「廻向し」 になるとき、 助勁詞の中に帯
びている自力要素によって他力が鋼のよ うに張り付いているその言葉の中の芯を柔軟化さ
せられ、 廻向という言葉にある動かしがたい他力の位置が揺れ動く こ とになる。 それはま
た法然にとっては不本意のこ とであろ う。




「親鸞では 「せしめたまへり」 と 「したまへり」 とは同一の意味に使われたと見るこ とが
できよう(72)」 とい う とらえ方があるが、 この言語表現のずれにこそ、親鸞によってとらえ
られた、常識的な日本語表現によって伝えられない廻向の真意が伺えるのではないかと思う。
如来と衆生という主格の二重性、 平常体 ・完了体 ・使役体という動詞体の多様性によっ
て、廻向の中での如来と衆生の 「不一不異」、 「異而不可分、一而不可同」 (異にして分つべ





「無量寿如来会」 (巻上) に 「所有の善根心心廻向せしむ」 (『顕浄土真実信文類三』 親鸞
聖人真跡) 主格 ・主語 ・動作の主体は如来である。 使役体。 平常体。
『無上寿如来会』 (巻上) 所有の善根廻向したまへる」 (「顕浄土真実信文類三」 親鸞聖人
真跡) 主格 ・主語 ・勁作の主体は衆生である。 完了体。
本願成就文 「信巻」 「至心に廻向せしめたまへり」 (「顕浄土真実信文類　 三」 親鸞聖人真




も伺える。 それは法然が直面していた矛盾である。 すなわち、 法然が直面したのは、 仏教




を是正しなければな らないこ とを痛感しながら、 法然への師としての恩に 「骨を砕きても















「往相廻向の大慈より　 還相廻向の大悲をう 如来の廻向なかりせば 浄土の菩提はいか
がせん。(78)」
破らなければ廻向の真髄に伝えられない常識的な日本語表現を敢えて破 り、「廻向」 の翻
訳に独自の表現を用いたこ とは、 「唯念仏恩深、 不恥人倫嘲」 (後序) という世間に妥協せ
ず信心を貫いていく親鸞の一貫的な姿勢によるものであるが、 そこに常識的な日本語表現
で仏教の真髄を伝えるこ との難しさ と、 「廻向」 を 「廻向し」 と訳した法然のやむを得なさ
も、 鋭角的に反射されていると思われる。 法然と親鸞の訳し方には、 漢文によって伝わっ
てきた仏教の真諦を日本の風土に活かすために、 二人の仏教指導者がそれぞれおかれた状
況下で付した心血と困難な努力が感じられる。 親鸞のさまざまな訳にさ らに法然の訳を加
えて、 よ り完璧な廻向とい う言葉の日本語訳と言えるのではないかと思う。
廻向の訳し方を是正しながら、 親鸞は法然を否定するこ とをしなかった。 また、 他力を
強調しながら、親鸞は自力を否定する極端まで行かなかった。 親鸞の廻向論は自他対立を
超えた一元の世界である。 その中に法然の訳をも 自力をも包んでいる。
仏教の真髄に深く入っていった親鸞は、 もっ とも深いところに、 隔た りのない心の層に








に知べし、 この意なり。 おおよこれ、 かの浄土に生まるると、 及よびかの菩薩 ・人 ・天の
所起の諸行は、 皆阿弥陀如来の本願力に縁るがゆえに。) 」
「夫案真宗教 ・行 ・信 ・証者如来大悲廻向之利益。 故若因若果元有一事非阿弥陀如来清浄
願心之所廻向成就。(8‘))」 (夫れ真宗の教・行 ・信 ・証を案ずれば如来の大悲廻向の利益な り。
故に若しは因、 若しは果、 一事と して、 阿弥陀如来の清浄願心の廻向成就したまへるとこ
ろにあらざるこ とあるこ とな し。」
五　 不廻向について
親鸞は強く他力を主張するのであるが、 それは、 誰かを対立するものと して否定したり
排除した りするのではな く 、廻向は如来のレベルのもので、人間の計らいと次元的に異なっ









いかにして日本の人々に伝えよ う とするかとい う レベルのものではな く 、 生身の日本人が
生身の人生感覚で感得した普遍的な仏教真理を自分自身のものとして流露し、母国語であ
る日本語で心底の宗教感情を思うままに表出するこ とになる。 親鸞は言語の表現の時代性
と民族性の束縛を超え、 廻向の他力の意味の真相をと らえるこ とになる。 そ うであればこ
そ、 漢文の表現の曖昧さをも乗り超えられたのである。 例えば次の文である。
「不捨一切苦悩衆生心常作願廻向為首得成就大悲心故。(81)」
とい う漢文に次のよ うに訓点を施し、 「一切苦悩衆生を捨てず して、 心に常に作願すら
く 。 廻向を首と為して大悲心を成就するこ とを得えたまへるがゆえにとのたまえ り」 と敬
語を用いるこ とによって、 廻向の裏にある他力の働きが自ずから感じられるこ とになる。
こ うするこ とで、 親鸞は仏教の他力の思想を日本語によって透徹した表現、 最高の完成を
実現したと言えよ う。 「円融至徳」 と して名号をと らえているところこそ、親鸞によって示
された大乗仏教の他力の思想の至極だ と言えよ う。
是非凡聖自力之行、 故名不廻向之行也(83)。
就念仏諸善比較対論有 (中略) 廻向不回向対 (後略) (84)









(浄土要門、 定散二善、 方便仮門、 三福九品之教のなかの) 不廻廻向対(86)。
非凡夫廻向行、 是大悲廻向行故名不廻向(87’。
真実信心の称名は　 弥陀廻向の法なれば 不廻向と名づけてぞ 自力の称念きらはる (々88)
漢文で、副詞 「非」 と 「不」 は同じ否定の意味を表す言葉であるが、 「非」 は、名詞を否
定する言葉であり、 「不」 は、動詞と形容詞を否定する言葉である。形容詞の前に 「不」 が
あることは、その形容詞の意味を否定するこ とになる。例えば 「不正義」 は正義ではない、
「不潔」 は潔ではないこ とを意味する。動詞の前に 「不」 があるこ とは、その勁詞の意味を
否定するのではな く 、 勁詞に表わされる勁作を 「しない」 を意味する。 例えば、 「不労働」
は労働しない、 「不出勤」 は出勤しないこ とを意味する。 「廻向」 は漢文で動詞と名詞の詞
性を兼有する言葉である。 名詞としての廻向を否定する場合、 すなわち、 「廻向ではない」
を表わすときは、 「非廻向」 であるはずである。 「不」 は勁詞の前に連体修飾語と して使わ
れ、 意志の否定を表し、 「……せず」 を意味する。 「不廻向」 は廻向しよ う とする人間の意
志を否定する言葉である。
親鸞においては、 「不廻向」 とい う言葉は 「廻向しない」 とのこ とであるが、 その理由
は、 次のよ うである。 廻向は、徹底的な利他の行為で、 それは人間の計らいの次元で廻向
しよ う と しても不可能なのである。 廻向は、 人間の計らいのレベルでの廻向しよ う とする
意志が根底から破られるところにこそ、 可能になる。 そのときもはや人間の計らいが無用
になるのである。
そ ういう意味で、 普通、 「……をする」 とい う意志を表す動詞の体は、 「廻向」 という動
詞の場合には、 成立しないこ とになる。
「非大小 ・凡聖 ・定散 ・ 自力之廻向、 故名不廻向也。」
とい う文を文法的に分析するならば、 主語は 「廻向」 であり、 述語は並列された二つ文
「非大小 ・凡聖 ・定散 ・ 自力之廻向」 と、 「故名不廻向也」 である。
「非大小 ・凡聖 ・定散 ・自力之廻向」 は 「非」 とい う否定語を使い、 「大小 ・凡聖 ・定散 ・
自力の廻向ではない」 との意味であるが、 「故名不廻向也」 は 「不」 とい う否定語を使って
いるのでこの 「廻向」 は勁詞であり、 「廻向しない」 を意味する。
前半の否定の文を肯定の形で言うならば、 この文は 「廻向是如来之廻向故名不廻向也。」



















定散二善、 方便仮門、 三福九品之教」 の中で 「対」 一つと して 「不廻廻向対」 が上げられ
ている。 そこに、 不廻向と廻向を対立するものと して と らえるこ とを 「圓融 ・圓満」 とい
う 「本願一乗海」 と次元の異なる 「定散二善、 方便仮門」 等人間の計らいのレベルのもの
であるこ とが示されている(89)。
次の正信念仏偶の言葉に、 親鸞は自己の他力廻向思想が仏教の源流から汲み上げられた













( 1) 「真宗聖教全書」 二3頁
( 2 ) 「真宗聖教全書」 二 106頁
( 3 ) これまでのところ、 親鸞の廻向についてのとらえ方は、 次のような見解がある。
「親鸞の廻向は徹底的に弥陀から衆生への廻向、すなわち、他力廻向であり、 これが親鸞独特
の理解である。」 「も とも と廻向に往相還相の二種を語っているのは 「論注」 である。 そこで
は行者の側の廻向が語られている」 星野元豊　 講解 「教行信証」 (法蔵館 平成9年2月) 36
頁
他の廻向についての先行研究の参考文献
星野元豊 「親鸞」 (岩波書店　 1971年4月) 499頁
岡村周薩編纂 「真宗大辞典」 永田文昌堂刊　 昭和 47年 11月 1698頁。
高木昭良 「「教行信証」 の意訳’と解釈」 永田文昌堂　 平成6年 10月 52頁
広瀬　 惺 「本願の仏道」 文栄堂 1998年 10月 143 ̃ 158頁
桐渓順忍 「「教行信証」 に聞く 」 (教育新潮社　 昭和 57年 U 月) 104頁
( 4 ) 「真宗聖教全書」 二 49頁
( 5 ) 「真宗聖教全書」 二 103頁
( 6 ) 「真宗聖教全書」 二 124頁











































「文類聚紗」 「真宗聖教全書」 二　 450頁
「唯心紗文意」 「真宗聖教全書」 二　 633頁
【真宗聖教全書】 二 66頁
「仏学辞典」 江蘇広陵菖蒲刻印社　 1991年 7月
「仏学大辞典」 文物出版社　 1984年 1月
同 21







同28 「大乗義章」 第四十四巻第九 「大蔵経」 1852頁






(34) 「真宗聖教全書」 二 468頁
(35) 「真宗聖教全書」 二 151頁
(36) 「真宗聖教全書」 二 14頁
(37) 「真宗聖教全書」 二66頁
(38) 「真宗聖教全書」 二 n8頁
(39) 増上縁は深い仏教的な背景を持つ言葉である。 天親は 「倶舎論」 の中で因と縁について論じ
る際に、 因を六種類、縁を四種類にしている。 その中で真如のレベルの因を 「能作因」、 縁を
「増上縁」 と名付ける。 能作因は、 諸法が生じよ う とする とき、 ほかのものに妨害させずに、
生じさせる根元的な因である。増上縁は、それが成長させる力を与える根元的な縁である。二
者表裏一になって真如の力を顕す時増上縁という。 「無障」 と 「与力」 はその特徴を示す言葉
である。 「能作因」 は、 「無障」 と言い、 「増上縁」 は 「与力」 という。 人間を救済する際にそ
の力は宿業から人間を救い出すと して働く 。 「滅罪」 と 「証生」 とい う働きである。 例えば信
心が生じしよう とするとき、 宿業に飲み込まれないように信心を守護し、 それをして信心と
して生じ、信心と して成長していく 因と縁は、 増上縁である。 r教行信証』 の総序での 「弘誓
の強縁」 の 「強縁」 も 「増上縁」 の別名である。 「真宗聖教全書」 二 p40 【真宗聖典】 p201
参照)
(40) 「曇師の説にては柱相超相の二回向は共に衆生がほかの人々に廻向する利他行であって能廻
向の人は衆生であり、 (中略) 二種廻向を、曇師は衆生に属し……) と曇鸞の廻向と親鸞の廻
向の異な りについて論じるところを 「真宗大辞典」 「二種廻向」 条を参照する　 岡村周薩編
纂　 永田文昌堂刊)
(註 「還相廻向が如来の廻向であると言うこ とは、 曇鸞大師の上にはないわけである。
(中略) 廻向は自分がする」 「増我最深選集」 九196頁)
広瀬　 惺 「本願の仏道」 文栄堂 1998年 10月 126̃ 137頁 参照
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(41) 「大乗義章」 第四十四巻第九 「大蔵経」 1851頁
(42) 「大乗義章」 第四十四巻第九 「大蔵経」 1851頁
(43) 慧遠の廻向論について
1　 自力であるこ とと してと らえ方は、「真宗大辞典」 岡村周薩編纂　 永田文昌堂刊 「廻向」 条
を参照にする。
2　 如来の廻向と衆生の廻向も含まれるものだとのとらえ方は、 桐渓順忍 「「教行信証」 に聞
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(44) 「真宗聖教全書」 二 37頁
(45) 『真宗聖教全書』 二 35頁
(46) 「真宗聖教全書」 二 33頁
(47) 「真宗聖教全書」 二482頁
(48) 「真宗聖教全書」 166頁　 星野元豊 「親鸞」 (岩波書店 1981年 1月参照)
(49) 【真宗聖教全書】 二 14頁
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(82) 今まで不廻向について次のような理解がある。
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